











































個 人 研 究
示すものであった。
　イギリス鉄鋼業はその漸進的な蓄積にようて競争力
の維持をはかりつつ，植民地・勢力圏市場へのドイツ
鉄鋼業の進出を制約したが，その重要な支柱は膨大な
海外投資であり，それは，イギリス産業の低蓄積チム
ポにょり促進されながら，一面で世界経済の拡大に寄
与し，造船業（それはイギリス鉄鋼業にとり，いよい
よ重要な市場となりつつあつた）の拡大を促がし，他
面で間接的に（中国鉄道建設の場合のように直接的な’
例もあったが）イギリス鉄鋼業の市場を維持した。こ
うした関係の後者の側面は，ドイツとの帝国主義的対
立を尖鋭にするものであったが，このことは，世界的
な兵器需要の拡大をもたらし，前述のような造船＝兵
器会社の蓄積を促進した。つまりイギリス重工業は，
鉄鋼業においてはその漸次的・更新的資本蓄積が，ド
イツ重工業の進出にあって絶えず発生の可能性をもつ
過剰資本を潜在させながら，ともかくも漸次的蓄積を
重ね膨大な海外投資と植民地・勢力圏を支えとしてド
イツ重工業の進出に一定の制約を与えるという形で，
相互の対立を激化させていたのであり，同時に対立の
激化じたいは相対的に立遅れているイギリス重工業の
うちで特に軍需的企業の資本蓄積の重要な要因をなし
ていたわけである。しかもこの海外投資は，そうした
帝国主義的対立を含みながらもなお世界経済が拡大
し，かつロンドン金融市場を軸とする世界的な金本位
制を維持せしめる重要な基礎ともなっていたのであ
る。
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